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ʮ地域連携ༀہʯ΁の�
औり૊Έʹ͍ͭͯ

制度վֵに加え、ࠓ回のコロナ禍も
あってますますༀہの地域連携機能や
められてٻαポート機能のॆ࣮が߁݈
いると感じています。まずվ正医ༀ඼
医療機ث等法のୈ 2 ஄施行で 8 ݄にス
タートする認定ༀہ制度ですが、これ
はༀۀہ຿の在り方の見௚し、つまり
患者さんの対Ԡやଞ৬छとの連携を軸
とする“対ਓۀ຿”への転׵をଅすメッ
セージだとଊえています。特に「地域連
携ༀہ」はこれからの高齢化社会の地域
包括ケアシステムの中で大੾な໾ׂを
果たしていくので、熊本市ༀࡎ師会（以
下、市ༀ）としても会һにੵۃ的な取り
組みをおئいしているところです。

市内で、ࠓ 280 の会һༀہがあるの
ですが、100 認ہ程度の地域連携ༀݢ
定取ಘを目ඪにしています。ただ“地域
の病院ༀࡎ師らと情報ڞ༗݄ 30 回以

上” という施設ج४が少しハードルが高
いという会һの੠もあります。ここは
հ護の状況等の情報ަ׵も含めれ͹ク
リアできない਺஋ではないとߟえてい
ます。また要件の１つの「݈߁αポート
ༀہ」は少しずつ૿えて来ていますが、
会һから「݈߁αポートༀہと地域連携
ༀہはどこが違うのか」といった問い合
わせもあって、まだ認定ༀہ制度のイ
メージが௫めていない部分もあるので、
ここはੵۃ的な情報提供が必要だとߟ
えています。いずれにしても認可する
行政のߟえ方も確認しながら、熊本県
ༀࡎ師会とも連ಈして前向きに対Ԡし
ていこうとߟえています。

͜Ε͔Βのༀہの໾ׂͱͯ͠�
୐ҩྍ”�΋ॏཁࡏ“

これから地域でٻめられるༀہの໾
ׂとして“在宅医療” が重要となるのも
ঝ஌しています。市内ではすでに൒਺
のༀہが在宅対Ԡをしていますが、い
わΏる 1 ਓༀࡎ師等の小ن模ༀہも取
り組めるようにしていくことが目下の՝
題だと認ࣝしています。

またհ護の現৔では、まだまだ訪問
看護師さんやϔルύーさんが患者さん
にༀをҿませている࣮態があるようで
す。հ護ଆは患者さんにどうしてもༀ
をҿんでもらうことがओになり、෭作
༻等の෰ༀ؅理が十分とはいかないと
師がきちんと関ࡎいます。ここにༀࢥ
༩できれ͹、෭作༻のチェックや、ଞ
の病院でもらっているༀ・05$ ༀ・݈
৯඼等との૬互作༻の؅理が出来る߁
ようになります。そういうҙຯでༀہ
は地域におけるチーム医療の一һとし
て、հ護との連携をもっと深めていか
ないといけないとߟえています。その
ために市ༀでは、ओ࣏医やケアマネさ

͔͔Γ͚ͭༀࢣࡎɾༀہͱͯ͠ͷ
ೳをॆ࣮͍ͤͯ͘͞ػ
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ん等のհ護関係者との連携、コミュニ
ケーションをԁ׈にするために、おༀ
手ாを࢖った医療とհ護の連携シート
というものを作っています。これは患
者さんがσイαービスに行っているの
か、訪問հ護が来ているのか等の状況
が分かるような情報をష෇できるもの
です。これをケアマネさんがॻいたり、
ༀہでॻいたりするとコミュニケー
ションがさらにうまくいくのではないか
と期଴しています。

���࣌୅の�
͍ͯͭʹҩༀ඼ରԠൃޙ

私ども市ༀは地域医療連携、在宅医
療、ジェネリックの࢖༻ଅਐなどに取
り組み、地域ॅຽからٻめられるかか
りつけༀࡎ師・ༀہとしての機能をॆ
࣮させていくことを目ඪに置いていま
す。さらに次の࣌代に目を向けた取り
組みの一環として、１̒ݴ語に対Ԡした
ༀہ向け問診ථ、ༀޮઆ໌、෭作༻情報、
ༀାなど、指さしでҙૄࢥ௨がਤれる
πールを（ଟݴ語対Ԡπール）開ൃして
います。

またジェネリックに関しては熊本市は
率が༺࢖ 80% を௒えていて、次のஈ֊
に入っているとࢥっています。ࠃがਪਐ
策を࢝めた当初はༀہでも、ジェネリッ
クにସえるҙٛというか、メリットを一
生໋ݒお話ししていました。ࠓではジェ
ネリックにସわっていなけれ͹、「Կでこ
れ、ジェネリックないの」とٯに質問さ
れるようなところがありますね。それは
౦࿨さんもそうかもしれませんけど、ҿ
みやすいとか、༹けやすいとか、表示が
分かりやすいとか、いろんなҙຯで患者
さんのニーズに合ったジェネリックが上
市されるようになったからではないかと
。っているところです（ஊ）ࢥ

վਖ਼医ༀ඼医療ثػ౳๏ߦࢪͳͲༀࢣࡎɾༀہをऔΓ͕ڥ؀͘רେ͖͘มԽすΔ中、
地域ॅຽからٻΊらΕΔかかΓ͚ͭༀࢣࡎɾༀہとしてのػೳをͲ͏ॆ࣮ͤ͞てい
͘のかにͭいて、熊本市ༀࢣࡎձɾؙ໨ձ長�に͓ฉ͖しました。
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（一社）熊本市薬剤師会・（一財）熊本市国際交流振興事業団・熊本大学有志・定永祐子

熊本市ༀࢣࡎձのଟޠݴରԠπーϧϙスター

Θ͕ࠃの医療࿈ܞઌਐ地域と͞ΕΔ熊本

市エリアͰ、ੵۃతに地域医療࿈ܞにऔ

Γ૊ΜͰ͖た熊本੺ेࣈ病院のօ͞Μか

ら、ಉ市エリアの࿈ࣄܞ৘、͜Εからの

病院ܦӦと地域医療౳にͭいて͓࿩を

。って͖ました࢕

ΔޠපӃͷ地域ҩྍ連携ઓུをࣈຊ੺े۽
ʕ地域װج病院ͱ͠ ͯ地域ҩྍ連携ʹͲ͏औり૊Ή͔ʕ

ஊձ࠲

特集　医療連携先進地・熊本の地域医療

脳卒中地域連携をコアに
地域リハビリテーション体制を構築
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઒ᔹ　熊本市ΤリアはҎ前からʠ熊本Ϟデルʡとかʠ連携先

進地域ʡと言われていて、急性期病院で治療後、पล医療

圏΁戻るという流れが構築されています。それもいくつ

かの基幹病院がڝ合しながら質の高い医療αーϏスを提

供していることが全ࠃに஌られています。今日は平田院

長をはじめ熊本੺ेࣈ病院（Ҏ下、日੺病院）の地域医療

連携に関わるօさんにその最৽状況をお聞きして、これ

からの基幹病院と地域医療についてٞ࿦していきます。

まずは平田院長から熊本市Τリアの医療事情、日੺病院

の立ち位ஔなどについてお話しいただきましΐう。

ฏా　当院は熊本県の高౓急性期医療を୲う૯合病院で

す。私どもの૯合ٹ命ٹ急ηンターでは、一࣍ٹ急から

急までٹ࣍ࡾ ��時間 ���日体制で、お年寄りからࢠども

まであらゆる࣬患の患者さんに対応しており、ʠஅらない

急（年間患者約ٹ ��� ສਓ、ٹ急ं ���� ୆受入れ ���1�

年౓）、அらない医療ʡをϞットーにしています。熊本県

にはٹ命ٹ急ηンターを有する病院が当院と済生会熊本

病院、ࠃ立病院機構熊本医療ηンターの ઃあるのでࢪ�

すが、それがす΂て熊本市内にありながら良い意味でライ

όル意ࣝを持って切᛭ୖຏをしていることが、D1$のछ々

係਺にもදれており、熊本県の医療のレベルのҾき্͛

につながっているのではないかと考えています。

઒ᔹ　ただそのD1$の਺஋、機能ධՁ係਺ᶘをഈ見す

るといくつか全ࠃ平ۉをएׯ下ճるものもありますね。

ここはどう理解したらよいでしΐうか。

ฏా　カόー཰係਺やෳࡶ性係਺ですね。その理༝の 1

つには、当院が地域の基幹病院としてす΂ての患者さん

を受け入れるために、たとえෆࢉ࠾分໺であってもҡ持・

提供し続けているということがあ͛られると思います

ね。ಛに当院がখࣇ科の患者さんを重点的にҾき受けて

いることもෳࡶ性係਺に影響しているはずです。

઒ᔹ　֬かに係਺の਺஋が高い済生会熊本病院は、ある

熊本赤十字病院の
地域医療連携戦略を語る
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熊本赤十字病院の
地域医療連携戦略を語る

意味でಛఆの分໺に医療ݯࢿを集中させる経営手๏で

す。あらゆる࣬患の患者さんに対応して、ʠஅらない医療ʡ

がϞットーの日੺病院とは同じ౔ඨでൺֱはできない。

やはり૯合力というか、ඇ常に෯が広いというようなײ

じが日੺病院の֤छ਺஋にもදれていると見ます。いず

れにしてもいわゆるʠ熊本Ϟデルʡは院長がおっしΌるよ

うに、切᛭ୖຏして、ڝ૪のなかで生まれて来たϞデル

でもあるかなと。

場から申ݱ本　そのʠ熊本Ϟデルʡということに関してٶ

しますと、たとえば同門であるといった診療科ごとの医

師のつながりがόックάラ΢ンドにあって、それが連携を

スムーズにしているのではないかと思っています。そうい

う熊本ಠಛのʠ౔৕ʡが基本になっているײじはしますね。

઒ᔹ　同門のつながりですか。広く言うとそれは熊本大

ֶ病院の医ہということですね。

本　そうです。熊本には大ֶ病院が̍つしかなく、地ٶ

域の後方医療ࢪઃにもやはり同門の先生方がѹ౗的に多

いので、そこは多少のແ理難題があっても相互に受け入

れてもらえるのです。

ฏా　熊本の連携がうまくいっている要Ҽはزつかあ

ると思いますが、私は大きく分けて̏つあると思って

います。

઒ᔹ　伺います。

ฏా　̍点目は֤医療機関の機能分化が進んでいるとい

うことです。前ड़したٹ命ٹ急ηンターを有する �つの

病院の他にも、市内には急性期病院がෳ਺ありますが、

そういう病院もࣗ院のڧΈ、ಘ意分໺を全面にԡし出し

て診療にあたっています。それが他の医療機関や地域ॅ

ຽにもʠ見える化ʡされているわけです。�点目はいま宮

本先生が৮れた出਎大ֶ病院の೿ൊがないので、ൺֱ的

連携がスムーズにいくという点です。

઒ᔹ　�点目は？

ฏా　それは֤基幹病院等の対৅とする医療圏のすΈ分

けがあるఔ౓できていることです。たとえば��1�年にド

クターヘリが運ߤ開࢝され、当院はその基地病院になっ

ていますが、当院から出動したヘリがす΂て当院にؼっ

て来るわけではなくて、વる΂きところに患者さんがൖૹ

される。そういうすΈ分けの࢓૊Έができているのです。

઒ᔹ　機能分化、同門のόックάラ΢ンド、すΈ分けの

૊Έができている、この࢓ �点がʠ熊本Ϟデルʡのϙイン

トだと。

େ଼ࠎᰍ෦ંࠎͷシーϜϨε連携

઒ᔹ　宮本先生のご専門は੔ܗ外科ですね。たとえば大

のシームレスな治療の要となるのが地域連ંࠎᰍ部ࠎ଼

携パス（Ҏ下、連携パス）だと思いますが、これはどうい

う流れで出来ていったのですか。

本　当初はඇ常にۙいΤリアの、��病院ほどを対৅にٶ

した連携パスで運営していたのですが、当院が熊本県の

ドクターヘリの基地病院の指ఆを受けて、県内のࢸると

ころから、とくに内科的な࣬患や心ଁに重症な࣬患をお

持ちの方の治療ґཔが૿加してきて、これはもう県全体

で共௨の連携パスを活用したほうが良いだろうというこ

とで、���� 年にൃ଍した「熊本大଼ࠎᰍ部ંࠎシームレ

ス研ڀ会」に参加し、そこで県共௨の連携パスを作੒して、

ಋ入ࢪઃを૿やしていったという流れです。

઒ᔹ　大଼ࠎᰍ部ંࠎの治療に関しても県全体でシーム

レスな連携関係が構築されている、ということですね。

��のࡏݱ会はڀシームレス研ંࠎᰍ部ࠎ本　熊本大଼ٶ

医療機関が加ໍしており、�つのάルーϓに分かれて研

ද等を行い、そこで஝ੵされたデータを基に連携パൃڀ

スのߋ৽を行っています。また医師だけではなく、看護師、

理ֶ療๏࢜、作業療๏࢜、あるいは医療ιーシϟルワー

カー、地域医療連携の࣮຿に関わるもの全員がこの研ڀ

会に参加してٞ࿦を重ねるܗになっています。

઒ᔹ　もう̍つお聞きしたいのはখࣇのٹ急医療です。

๯಄でもありましたが、日੺病院はこども医療ηンター、

খٹࣇ命ٹ急ηンターとখٹࣇ急にも相当力を入れてお

熊本੺ेࣈපӃʢ��� চʣ　ত࿨ �� ೥ʢ����
೥ʣの։ઃҎདྷɺʮਓಓ・തѪ・ไ࢓の࣮ફʯͱ͍
医療Λ୲͏૯߹පӃͱ͠ظੑٸ౓ߴʹ本ཧ೦ج͏
ͯɺࠃ಺֎Λ໰Θ༷ͣʑͳ׆ಈΛ͍ͯͬߦΔɻ熊
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ຊͷ連携͕͏·͍͍ͬͯ͘Δཧ༝۽

઒ᔹ　熊本市ΤリアはҎ前からʠ熊本Ϟデルʡとかʠ連携先

進地域ʡと言われていて、急性期病院で治療後、पล医療

圏΁戻るという流れが構築されています。それもいくつ

かの基幹病院がڝ合しながら質の高い医療αーϏスを提

供していることが全ࠃに஌られています。今日は平田院

長をはじめ熊本੺ेࣈ病院（Ҏ下、日੺病院）の地域医療

連携に関わるօさんにその最৽状況をお聞きして、これ

からの基幹病院と地域医療についてٞ࿦していきます。

まずは平田院長から熊本市Τリアの医療事情、日੺病院

の立ち位ஔなどについてお話しいただきましΐう。

ฏా　当院は熊本県の高౓急性期医療を୲う૯合病院で

す。私どもの૯合ٹ命ٹ急ηンターでは、一࣍ٹ急から

急まで��時間ٹ࣍ࡾ ���日体制で、お年寄りからࢠども

まであらゆる࣬患の患者さんに対応しており、ʠஅらない

急（年間患者約ٹ ��� ສਓ、ٹ急ं ���� ୆受入れ ���1�

年౓）、அらない医療ʡをϞットーにしています。熊本県

にはٹ命ٹ急ηンターを有する病院が当院と済生会熊本

病院、ࠃ立病院機構熊本医療ηンターの ઃあるのでࢪ�

すが、それがす΂て熊本市内にありながら良い意味でライ

όル意ࣝを持って切᛭ୖຏをしていることが、D1$のछ々

係਺にもදれており、熊本県の医療のレベルのҾき্͛

につながっているのではないかと考えています。

઒ᔹ　ただそのD1$の਺஋、機能ධՁ係਺ᶘをഈ見す

るといくつか全ࠃ平ۉをएׯ下ճるものもありますね。

ここはどう理解したらよいでしΐうか。

ฏా　カόー཰係਺やෳࡶ性係਺ですね。その理༝の 1

つには、当院が地域の基幹病院としてす΂ての患者さん

を受け入れるために、たとえෆࢉ࠾分໺であってもҡ持・

提供し続けているということがあ͛られると思います

ね。ಛに当院がখࣇ科の患者さんを重点的にҾき受けて

いることもෳࡶ性係਺に影響しているはずです。

઒ᔹ　֬かに係਺の਺஋が高い済生会熊本病院は、ある

熊本赤十字病院の
地域医療連携戦略を語る
ʕ地域װج病院ͱ͠ ͯ地域ҩྍ連携ʹͲ͏औり૊Ή͔ʕ
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熊本赤十字病院の
地域医療連携戦略を語る

意味でಛఆの分໺に医療ݯࢿを集中させる経営手๏で

す。あらゆる࣬患の患者さんに対応して、ʠஅらない医療ʡ

がϞットーの日੺病院とは同じ౔ඨでൺֱはできない。

やはり૯合力というか、ඇ常に෯が広いというようなײ

じが日੺病院の֤छ਺஋にもදれていると見ます。いず

れにしてもいわゆるʠ熊本Ϟデルʡは院長がおっしΌるよ

うに、切᛭ୖຏして、ڝ૪のなかで生まれて来たϞデル

でもあるかなと。

場から申ݱ本　そのʠ熊本Ϟデルʡということに関してٶ

しますと、たとえば同門であるといった診療科ごとの医

師のつながりがόックάラ΢ンドにあって、それが連携を

スムーズにしているのではないかと思っています。そうい

う熊本ಠಛのʠ౔৕ʡが基本になっているײじはしますね。

઒ᔹ　同門のつながりですか。広く言うとそれは熊本大

ֶ病院の医ہということですね。

本　そうです。熊本には大ֶ病院が̍つしかなく、地ٶ

域の後方医療ࢪઃにもやはり同門の先生方がѹ౗的に多

いので、そこは多少のແ理難題があっても相互に受け入

れてもらえるのです。

ฏా　熊本の連携がうまくいっている要Ҽはزつかあ

ると思いますが、私は大きく分けて̏つあると思って

います。

઒ᔹ　伺います。

ฏా　̍点目は֤医療機関の機能分化が進んでいるとい

うことです。前ड़したٹ命ٹ急ηンターを有する �つの

病院の他にも、市内には急性期病院がෳ਺ありますが、

そういう病院もࣗ院のڧΈ、ಘ意分໺を全面にԡし出し

て診療にあたっています。それが他の医療機関や地域ॅ

ຽにもʠ見える化ʡされているわけです。�点目はいま宮

本先生が৮れた出਎大ֶ病院の೿ൊがないので、ൺֱ的

連携がスムーズにいくという点です。

઒ᔹ　�点目は？

ฏా　それは֤基幹病院等の対৅とする医療圏のすΈ分

けがあるఔ౓できていることです。たとえば��1�年にド

クターヘリが運ߤ開࢝され、当院はその基地病院になっ

ていますが、当院から出動したヘリがす΂て当院にؼっ

て来るわけではなくて、વる΂きところに患者さんがൖૹ

される。そういうすΈ分けの࢓૊Έができているのです。

઒ᔹ　機能分化、同門のόックάラ΢ンド、すΈ分けの

૊Έができている、この࢓ �点がʠ熊本Ϟデルʡのϙイン

トだと。

େ଼ࠎᰍ෦ંࠎͷシーϜϨε連携

઒ᔹ　宮本先生のご専門は੔ܗ外科ですね。たとえば大

のシームレスな治療の要となるのが地域連ંࠎᰍ部ࠎ଼

携パス（Ҏ下、連携パス）だと思いますが、これはどうい

う流れで出来ていったのですか。

本　当初はඇ常にۙいΤリアの、��病院ほどを対৅にٶ

した連携パスで運営していたのですが、当院が熊本県の

ドクターヘリの基地病院の指ఆを受けて、県内のࢸると

ころから、とくに内科的な࣬患や心ଁに重症な࣬患をお

持ちの方の治療ґཔが૿加してきて、これはもう県全体

で共௨の連携パスを活用したほうが良いだろうというこ

とで、���� 年にൃ଍した「熊本大଼ࠎᰍ部ંࠎシームレ

ス研ڀ会」に参加し、そこで県共௨の連携パスを作੒して、

ಋ入ࢪઃを૿やしていったという流れです。

઒ᔹ　大଼ࠎᰍ部ંࠎの治療に関しても県全体でシーム

レスな連携関係が構築されている、ということですね。

��のࡏݱ会はڀシームレス研ંࠎᰍ部ࠎ本　熊本大଼ٶ

医療機関が加ໍしており、�つのάルーϓに分かれて研

ද等を行い、そこで஝ੵされたデータを基に連携パൃڀ

スのߋ৽を行っています。また医師だけではなく、看護師、

理ֶ療๏࢜、作業療๏࢜、あるいは医療ιーシϟルワー

カー、地域医療連携の࣮຿に関わるもの全員がこの研ڀ

会に参加してٞ࿦を重ねるܗになっています。

઒ᔹ　もう̍つお聞きしたいのはখࣇのٹ急医療です。

๯಄でもありましたが、日੺病院はこども医療ηンター、

খٹࣇ命ٹ急ηンターとখٹࣇ急にも相当力を入れてお

熊本੺ेࣈපӃʢ��� চʣ　ত࿨ �� ೥ʢ����
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られるようですが…。

ฏా　当院は ��1�年、੢日本で初めてのখٹࣇ命ٹ急η

ンターの指ఆを受けました。また日本で初めてドクター

ヘリ基地とখٹࣇ命ٹ急ηンターを݉ねඋえたࢪઃとな

りました。

઒ᔹ　それと熊本ではಠಛのখࣇ医療連携、いわゆるʠ熊

本方ࣜʡ�というものが֬立されていると聞いていますが、

これはどういうものですか。

本　これはもう૎ることٶ ��年ほど前、1��1 年にでき

たもので、熊本大ֶ病院খࣇ科、一般ࣾஂ๏ਓ熊本市医

師会熊本地域医療ηンター、市内の診療所それͧれの医

師が一体となってڠ力して行っているখٹࣇ急医療にお

ける地域医療連携方ࣜです。たとえば平日は熊本地域医

療ηンターの常ۈ医師が �時から 1�時まで、地域の診療

所医師が 1�時から ��時までの४໷ଳ時間、大ֶ病院の

医ہ医師がਂ໷の1�時からཌே�時までを୲当するとい

うように、リレー方ࣜのٹ急診療です。

઒ᔹ　連携に地域の開業医のօさんもਂく関わっている

わけですね。私も日本医師会のシンクタンクに �年ほど

௡々Ӝ々いろいろな౎ಓ෎県の医師会を見ࠃ੶し、全ࡏ

てきました。熊本の医師会はඇ常に೤いというか、地域

医療にੵۃ的なҹ৅を持っていましたが、いまの話を

伺ってあらためてೲಘしました。

脳卒中ηンλーͷ連携έーε

઒ᔹ　日੺病院は೴ଔ中ηンターのઃஔなど高౓な೴ଔ

中医療を追ٴされていますが、ここからは日੺病院の೴

ଔ中医療の連携、まさにʠ熊本Ϟデルʡについて伺ってい

きます。平田院長、この೴ଔ中ηンターはどういった経

Ңで開ઃされたのですか。

ฏా　日本ਓのࢮҼୈ �位、৸たきり要Ҽのୈ̍位であ

る೴ଔ中΁の対ࡦは熊本県でもಛに重要になってきたこ

とから、��1� 年 1� ݄に専門的な治療を行う೴ଔ中ηン

ターを開ઃ、���� 年 �݄に 4$6（೴ଔ中ケアϢニット）

のࢪઃ基४をऔಘしました。当ηンターのಛ௃は、೴ਆ

経外科や೴ਆ経内科の医師や看護師、コメデΟカルなど

専門性の高い多৬छスタッフでνーム医療を行うところ

です。��1�年౓の診療࣮੷を申し্͛ますと、機ց的݂

ખআڈज़が 1��݅、開಄手ज़が 1��݅でした。これは全

。でもトッϓクラスだと思っていますࠃ

઒ᔹ　ࣉ⃻先生がηンター長をされていますが、೴ଔ中

に関わる地域医療連携について۩体的にお話いただきま

しΐう。

⃻　೴ଔ中の地域連携ネットワークですが、熊本市内ࣉ

とそのۙ߫Τリアでは ����年から、೴ଔ中に関わる急性

期 ઃࢪઃ、ճ෮期ࢪ�1 ઃ、療ཆ型ࢪ�1 ઃ、介護࿝ࢪ�1

݈ ઃ、診療所ࢪ�1 ઃが参加し、「熊本೴ଔ中地域連ࢪ��

携ネットワーク研ڀ会（,-453&".）」というものが運営

されていて、ここがݪ点となっています。

઒ᔹ　いまࠃも地域医療構૝ということで、高౓急性期、

急性期、ճ෮期、ຫ性期、それからࡏ୐΁とʠ一ؾ௨؏の

医療ʡということを言っています。熊本ではかなり早いऔ

り૊Έがあったようですが、その,-453&".はどうい

ういきさつからできたのですか。

⃻　まず診療所の先生を中心とࣉ

したいろいろなษڧ会が、ൃల的

に地域医療ネットワークとなって

いったようです。それまでは急性

期からճ෮期、ࡏ୐΁という患者

さんの流れが必ずしもスムーズで

はなかったようですが、ネットワー

クができてからはお互いの信པ関

係ができていって、今ではి話 1

本でまとまります。

઒ᔹ　もちろん連携ツールとして

೴ଔ中連携パスが使われているわ

けですね。

⃻　す΂ての患者さんでリϋϏࣉ

リがܧ続するように、さらに೴ଔ

中の治療、ൃ࠶༧๷といったものਤ̍ɹ熊本೴ଔத地域連携ωットϫーΫڀݚ会ʢ,�453&".ʣ

�Towa Communication PlazaNo.51（2021 年７月）

がܧ続するようということで、

ઃԣஅ的に連携パスをಋ入しࢪ

ています。

઒ᔹ　連携パスはいろんな病院

によって༷ࣜ等がҧうというこ

とがあるようですが、これも

やっͺり,-453&".でٞ࿦さ

れたということですね。

⃻　そうです。連携パスは急ࣉ

性期からճ෮期まで多৬छで使

うため、病院内で使っているパ

スとはҟなり、患者さんの治療

経աを共有するというところに

大きな目ඪをஔいてٞ࿦してい

きました。すでに運用࣮੷として �ສྫは௒えたと思い

ますが、たとえばճ෮期ࢪઃのࡏ院日਺が ����年は 11�

日だったものが、��1� 年には ��日に୹ॖされたという

੒Ռが出ています。また、ճ෮期病院が患者さんの"D-

ධՁに用いる'*.指ඪ（機能的ࣗ立ධՁ）というものがあ

りますが、そのデータをそれͧれのࢪઃごとにந出・

フΟードόックして、ベンνマーカーとしても໾立てて

います。今はόージϣンアッϓを重ねてిࢠ൛での運用

ですが、将来的にはW&#化もࢹ໺にݕ౼中です。

઒ᔹ　ところで4$6ですが、日੺病院は 1�চをઃけて

いますね。この਺に関してはどうお考えですか。

⃻　当初1�চは多いのではないかというٞ࿦もありまࣉ

した。しかしこれまで、当院で急性期೴ଔ中の入院患者

਺が1�ྫを下ճるのはめったになかったのでଥ当な਺と

൑அしました。U-1"や೴外科治療をした患者さんをまず

(*$6（૯合集中治療室）で診て、҆ఆ後4$6に転棟とい

う流れです。

઒ᔹ　それから,-&"35)というネットワークもあるよ

うですが、これはどういうものですか。

⃻　熊本݂ખճ収療๏地域֨ࠩ解ফϓロジΣクト、௨ࣉ

শ,-&"35)とݺんでいます。これは݂ખճ収療๏に対

応できる医師が少なく、それもࢪઃがภࡏ化していると

いう熊本県内のਂࠁな࣮情があって、そこを何とか解ফ

したいということから࢝まったものです。ࡏݱでは県内

のࢪઃが一ݩ化・ϗットラインで結ばれていて、たとえ

常ઃ（؅内治療݂）部の患者さんでもスムーズに&75܊

。૊Έとなっています࢓ઃの専門医にリーνできるࢪ

઒ᔹ　この೴ଔ中ηンターですが、今後は$4$（包括的

೴ଔ中ηンター �コンϓリヘンシϒ・ストローク・ηン

ター）΁とల開されるとか。この$4$とはどういうコン

ηϓトのものですか。

⃻　ごଘじのように、Ԥถの೴ଔ中治療は一࣍೴ଔ中ࣉ

ηンターと$4$に分཭され、ಛに݂؅内治療など高౓な

治療（U-1"、݂ખճ収）を ��時間行うことができる$4$

の໾ׂが注目されています。当院の೴ଔ中ηンターはࡢ

年に14$（U-1"が ��時間できるࢪઃ）、つまり一࣍೴ଔ

中ηンターのೝূを受けましたし、೴出݂、くもບ下出

݂なども含めた༧後をվળさせるような外科治療分໺も

ますますॆ࣮させ、それに加えて支援相談室もつくり、

包括的に೴ଔ中の患者さんの支援ができる$4$ɿ包括的

೴ଔ中ηンターを目指して地域にݙߩしていきたいと

思っています。

઒ᔹ　お聞きしたところ'*.指ඪをうまく使って、೴ଔ

中医療のいい流れをつくっておられるҹ৅を受けます。

もう1つ、೴݂؅内治療にಛ化した೴݂؅内治療ηンター

をઃ立されていますが、このઓུはどういうものですか。

ฏా　当院には೴݂؅内治療専門医が県内最多の ࡏ໊�

੶しています（���1年 このマンパワーとॆ࣮。（ࡏݱ݄�

したϋード面を活用して、できるだけ高౓で҆全、҆心

な೴ଔ中治療を提供していくというものです。これもい

ま出ました$4$ɿ包括的೴ଔ中ηンターを目指す流れの

一؀と位ஔ෇けています。

U�1"ϞーυൃಈにΑΔア΢τΧϜվળ

઒ᔹ　ށ高先生は೴݂؅内治療ηンター長をされていま

す。௒急性期の೴࠹ߎの治療では U-1"対応も重要ࢹさ

れていますが、専門医の立場から日੺病院の U-1"の࣮

。についてもう少し詳しくお話いただけますかࡍ
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られるようですが…。

ฏా　当院は ��1�年、੢日本で初めてのখٹࣇ命ٹ急η

ンターの指ఆを受けました。また日本で初めてドクター

ヘリ基地とখٹࣇ命ٹ急ηンターを݉ねඋえたࢪઃとな

りました。

઒ᔹ　それと熊本ではಠಛのখࣇ医療連携、いわゆるʠ熊

本方ࣜʡ�というものが֬立されていると聞いていますが、

これはどういうものですか。

本　これはもう૎ることٶ ��年ほど前、1��1 年にでき

たもので、熊本大ֶ病院খࣇ科、一般ࣾஂ๏ਓ熊本市医

師会熊本地域医療ηンター、市内の診療所それͧれの医

師が一体となってڠ力して行っているখٹࣇ急医療にお

ける地域医療連携方ࣜです。たとえば平日は熊本地域医

療ηンターの常ۈ医師が�時から 1�時まで、地域の診療

所医師が 1�時から ��時までの४໷ଳ時間、大ֶ病院の

医ہ医師がਂ໷の1�時からཌே�時までを୲当するとい

うように、リレー方ࣜのٹ急診療です。

઒ᔹ　連携に地域の開業医のօさんもਂく関わっている

わけですね。私も日本医師会のシンクタンクに �年ほど

௡々Ӝ々いろいろな౎ಓ෎県の医師会を見ࠃ੶し、全ࡏ

てきました。熊本の医師会はඇ常に೤いというか、地域

医療にੵۃ的なҹ৅を持っていましたが、いまの話を

伺ってあらためてೲಘしました。

脳卒中ηンλーͷ連携έーε

઒ᔹ　日੺病院は೴ଔ中ηンターのઃஔなど高౓な೴ଔ

中医療を追ٴされていますが、ここからは日੺病院の೴

ଔ中医療の連携、まさにʠ熊本Ϟデルʡについて伺ってい

きます。平田院長、この೴ଔ中ηンターはどういった経

Ңで開ઃされたのですか。

ฏా　日本ਓのࢮҼୈ �位、৸たきり要Ҽのୈ̍位であ

る೴ଔ中΁の対ࡦは熊本県でもಛに重要になってきたこ

とから、��1� 年 1� ݄に専門的な治療を行う೴ଔ中ηン

ターを開ઃ、���� 年 �݄に 4$6（೴ଔ中ケアϢニット）

のࢪઃ基४をऔಘしました。当ηンターのಛ௃は、೴ਆ

経外科や೴ਆ経内科の医師や看護師、コメデΟカルなど

専門性の高い多৬छスタッフでνーム医療を行うところ

です。��1�年౓の診療࣮੷を申し্͛ますと、機ց的݂

ખআڈज़が 1��݅、開಄手ज़が 1��݅でした。これは全

。でもトッϓクラスだと思っていますࠃ

઒ᔹ　ࣉ⃻先生がηンター長をされていますが、೴ଔ中

に関わる地域医療連携について۩体的にお話いただきま

しΐう。

⃻　೴ଔ中の地域連携ネットワークですが、熊本市内ࣉ

とそのۙ߫Τリアでは ����年から、೴ଔ中に関わる急性

期 ઃࢪઃ、ճ෮期ࢪ�1 ઃ、療ཆ型ࢪ�1 ઃ、介護࿝ࢪ�1

݈ ઃ、診療所ࢪ�1 ઃが参加し、「熊本೴ଔ中地域連ࢪ��

携ネットワーク研ڀ会（,-453&".）」というものが運営

されていて、ここがݪ点となっています。

઒ᔹ　いまࠃも地域医療構૝ということで、高౓急性期、

急性期、ճ෮期、ຫ性期、それからࡏ୐΁とʠ一ؾ௨؏の

医療ʡということを言っています。熊本ではかなり早いऔ

り૊Έがあったようですが、その,-453&".はどうい

ういきさつからできたのですか。

⃻　まず診療所の先生を中心とࣉ

したいろいろなษڧ会が、ൃల的

に地域医療ネットワークとなって

いったようです。それまでは急性

期からճ෮期、ࡏ୐΁という患者

さんの流れが必ずしもスムーズで

はなかったようですが、ネットワー

クができてからはお互いの信པ関

係ができていって、今ではి話 1

本でまとまります。

઒ᔹ　もちろん連携ツールとして

೴ଔ中連携パスが使われているわ

けですね。

⃻　す΂ての患者さんでリϋϏࣉ

リがܧ続するように、さらに೴ଔ

中の治療、ൃ࠶༧๷といったものਤ̍ɹ熊本೴ଔத地域連携ωットϫーΫڀݚ会ʢ,�453&".ʣ
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がܧ続するようということで、

ઃԣஅ的に連携パスをಋ入しࢪ

ています。

઒ᔹ　連携パスはいろんな病院

によって༷ࣜ等がҧうというこ

とがあるようですが、これも

やっͺり,-453&".でٞ࿦さ

れたということですね。

⃻　そうです。連携パスは急ࣉ

性期からճ෮期まで多৬छで使

うため、病院内で使っているパ

スとはҟなり、患者さんの治療

経աを共有するというところに

大きな目ඪをஔいてٞ࿦してい

きました。すでに運用࣮੷として �ສྫは௒えたと思い

ますが、たとえばճ෮期ࢪઃのࡏ院日਺が ����年は 11�

日だったものが、��1� 年には ��日に୹ॖされたという

੒Ռが出ています。また、ճ෮期病院が患者さんの"D-

ධՁに用いる'*.指ඪ（機能的ࣗ立ධՁ）というものがあ

りますが、そのデータをそれͧれのࢪઃごとにந出・

フΟードόックして、ベンνマーカーとしても໾立てて

います。今はόージϣンアッϓを重ねてిࢠ൛での運用

ですが、将来的にはW&#化もࢹ໺にݕ౼中です。

઒ᔹ　ところで4$6ですが、日੺病院は 1�চをઃけて

いますね。この਺に関してはどうお考えですか。

⃻　当初1�চは多いのではないかというٞ࿦もありまࣉ

した。しかしこれまで、当院で急性期೴ଔ中の入院患者

਺が1�ྫを下ճるのはめったになかったのでଥ当な਺と

൑அしました。U-1"や೴外科治療をした患者さんをまず

(*$6（૯合集中治療室）で診て、҆ఆ後4$6に転棟とい

う流れです。

઒ᔹ　それから,-&"35)というネットワークもあるよ

うですが、これはどういうものですか。

⃻　熊本݂ખճ収療๏地域֨ࠩ解ফϓロジΣクト、௨ࣉ

শ,-&"35)とݺんでいます。これは݂ખճ収療๏に対

応できる医師が少なく、それもࢪઃがภࡏ化していると

いう熊本県内のਂࠁな࣮情があって、そこを何とか解ফ

したいということから࢝まったものです。ࡏݱでは県内

のࢪઃが一ݩ化・ϗットラインで結ばれていて、たとえ

常ઃ（؅内治療݂）部の患者さんでもスムーズに&75܊

。૊Έとなっています࢓ઃの専門医にリーνできるࢪ

઒ᔹ　この೴ଔ中ηンターですが、今後は$4$（包括的

೴ଔ中ηンター �コンϓリヘンシϒ・ストローク・ηン

ター）΁とల開されるとか。この$4$とはどういうコン

ηϓトのものですか。

⃻　ごଘじのように、Ԥถの೴ଔ中治療は一࣍೴ଔ中ࣉ

ηンターと$4$に分཭され、ಛに݂؅内治療など高౓な

治療（U-1"、݂ખճ収）を ��時間行うことができる$4$

の໾ׂが注目されています。当院の೴ଔ中ηンターはࡢ

年に14$（U-1"が ��時間できるࢪઃ）、つまり一࣍೴ଔ

中ηンターのೝূを受けましたし、೴出݂、くもບ下出

݂なども含めた༧後をվળさせるような外科治療分໺も

ますますॆ࣮させ、それに加えて支援相談室もつくり、

包括的に೴ଔ中の患者さんの支援ができる$4$ɿ包括的

೴ଔ中ηンターを目指して地域にݙߩしていきたいと

思っています。

઒ᔹ　お聞きしたところ'*.指ඪをうまく使って、೴ଔ

中医療のいい流れをつくっておられるҹ৅を受けます。

もう1つ、೴݂؅内治療にಛ化した೴݂؅内治療ηンター

をઃ立されていますが、このઓུはどういうものですか。

ฏా　当院には೴݂؅内治療専門医が県内最多の ࡏ໊�

੶しています（���1年 このマンパワーとॆ࣮。（ࡏݱ݄�

したϋード面を活用して、できるだけ高౓で҆全、҆心

な೴ଔ中治療を提供していくというものです。これもい

ま出ました$4$ɿ包括的೴ଔ中ηンターを目指す流れの

一؀と位ஔ෇けています。

U�1"ϞーυൃಈにΑΔア΢τΧϜվળ

઒ᔹ　ށ高先生は೴݂؅内治療ηンター長をされていま

す。௒急性期の೴࠹ߎの治療では U-1"対応も重要ࢹさ

れていますが、専門医の立場から日੺病院の U-1"の࣮

。についてもう少し詳しくお話いただけますかࡍ
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当院のಛ௃はもれな　ߴށ

く U-1" 行ができるようࢪ

に、患者さんの౸ண前から

病院を͛ڍた専用診療体制、

௨শʠU-1"Ϟードʡを敷いて

対応しています。ൃ症から

��� 時間Ҏ内で病院に౸ண可

能で、೴ٙ࠹ߎいの患者さ

んの情報が入った場合、

U-1"Ϟードがൃ動され、ٹ

急科医師、ਆ経内科医師、

師、それから治療後入ٕࠪݕ、急ナース、์ࣹઢٕ師ٹ

院となるであろう(*$6、*$6の医師に連བྷが行く流れ

になっています。

઒ᔹ　なるほど。それが治療࣮੷につながっているわけ

ですね。

患者さんが来られたら、U-1"のద用がある、ࡍ࣮　ߴށ

か、݂ખճ収のద用があるかというのを൑அして、྆方

のద用があれば U-1"੩注を行いながら݂ખճ収に、U-1"

のద用がなくても݂ખճ収のద用がある場合は݂ખճ収

に޲かいます。また、��� 時間を௒えても、��時間Ҏ内

であれば݂ખճ収のద用があるかどうかを൑அして、݂

ખճ収のద用があれば݂؅内治療を行い、ద用がなけれ

ば௨常の೴࠹ߎ、内科的な治療をܧ続します。それとは

ผに他院で U-1"のॲஔをされた患者さんで、その医療

機関では݂ખճ収ができないとなれば U-1"੩注療๏だ

けを行って、そのまま当院にൖૹしてもらう࢓૊Έと

なっています。その時点でさらに݂ખճ収のద用があれ

ば、当院で݂ખճ収を行います。このようなフローを作っ

て、もれなく治療が受けられるようにしているわけです。

઒ᔹ　ちなΈに U-1"Ϟードൃ動状況はいかがですか。

৳؅内治療݅਺も݂、年々૿えており、その結Ռ　ߴށ

ͼており、ࠃ内有਺のࢪ行݅਺になっております。

઒ᔹ　ご専門にはऍՠにઆ๏ですが、なんといっても

U-1"は時間がউෛですね。いまの対応フローというのは

他の医療機関やٹ急ୂなどにも共有されているのですか。

⃻　「ਖ਼しく、早く、多く」が当院のϞットーで、病院ࣉ

に来てから࣮ࡍの治療までの時間をなる΂く୹くするよ

うな院内の連携体制でア΢トカムվળを目指しています

が、ٹ急ୂレベルでもあるఔ౓その時間をೝࣝしていた

だいて、早めにൖૹいただくようなऔり૊Έも࢝めてい

ます。

઒ᔹ　೴ଔ中の治療体制ではそういうٹ急ୂとの連携の

重要性もありますね。情報ަ׵や患者さんの༧後につい

てٹ急ୂ΁のフΟードόックということは行われている

のですか。

、急ୂを含めた連携のϛーテΟンάの場などでٹ　⃻ࣉ

たとえば U-1"のద用から݂ખճ収のద用に関する情報

を共有することなどを行っていますので、そういった情

報共有は進んできたと理解しています。

ฏా　それに関して෇け加えますと、当院では地域の医

療機関のօさんと医療連携カンファレンスをఆ期的に開

しています。この࠵ �݄は೴ଔ中をテーマにすることが

ܾまっていますが、そのࡍにはٹ急ୂのօさんにも参加

していただいてަ流機会としています。

連携ͷϙΠンτ͸8JO�8JO ͷؔ܎に

઒ᔹ　ここまで日੺病院の地域医療連携のスタンスや۩

体ྫについてお聞きしてきました。そういったことを౿

まえながら、連携のԁ׈な流れͮくりのϙイント、これ

からのあり方についてご提言をいただきましΐう。平田

院長、いかがですか。

ฏా　私どもが地域医療連携を行ううえで心ֻけている

ことが̎点あります。̍点目は、連携を行うࢪઃ૒方に

メリットがないといけないということです。一方にはメ

リットになるがย方にはෛ୲にしかならないというよう

な連携スタイルでは長続きしません。連携をいわゆる

Win-Winの関係にしていくことが大事だと思っています。

もう 1点はよく言われる「顔の見える関係」から、もう少

しಥっࠐんで、「ෲの見えるような連携関係」の構築が必

要ではないかということです。

઒ᔹ　顔の見える関係からෲの見える関係΁、ですか。

ෲの見える連携関係とはどういうことでしΐうか。

ฏా　連携を行ううえでは૒方にいろいろな思࿭や౎合

があるのだと思います。そういうお互いの思いをさらけ

ਤ̏ɹ$4$ɿแׅత೴ଔதセンλーのΠϝーδ
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出したほうが、より長続きするのではないかと思うわけ

です。そういう意味合いで使っている言葉ですが、簡単

に言うと、より進化した顔の見える連携関係と思ってい

ただければ良いと思います。

本　院長が申しましたように、お互いにメリットがなٶ

いと連携の構築、持続は難しいように思います。そのた

めに当初、連携をお願いする後方病院や開業医の先生方

を院長と連携室スタッフで訪問していました。そこでこ

ちらが目指す医療をお話ししたり、相手方のニーズもお

聞きするわけです。最初からはなかなか難しいかもしれ

ません。お互いの欲しい部分を、今できないけれどもど

うやったらできるかと少しずつ良い案を出しながらより

良いものを時間をかけて作っていくことも大事だと思い

ます。

઒ᔹ　連携をスムーズに行うために、退院支援というこ

とも重要になっているとよく聞きますが、宮本先生、医

療連携室長の立場から何かございますか。

本　医療はこれまでの病院完結型から地域完結型の医ٶ

療に変わっていく流れにあると思っています。ただ私た

ち医療提供側がそう考えても、患者さんには必ずしも理

解していただけていないところもあるわけで、たとえば

転院の話が出ると、「もう追い出すのか」と反応される場

合も少なくありません。急性期病院のベッドは地域共有

のベッドと考える必要があり、治療が必要な患者さんを

常に受け入れ可能な状態にしておくのも私たち基幹病院

の使命です。ですから、「私たちは地域の医療機関と連携

して医療を行っていますので、退院して地域に戻られて

も病院と同じような質の高い医療が提供されます」とい

うことを入院時にお伝えしてご理解いただくことにも注

力しています。

アϑλーコϩφͷ地域ҩྍ連携

઒ᔹ　コロナ禍はいつ収束するかはまだまだ見えてきま

せんが、平田院長、病院経営、運営面でも厳しい状況は

変わりませんか。

ฏా　当院はコロナの重症患者を重点的に受け入れてお

り、そのために看護師のマンパワーを一般病棟から重症

コロナ病棟に出しています。その分一般病棟にしわ寄せ

がきていて、経営的にもダメージになっています。ここ

はなんとか乗り切るほかはありませんね。

઒ᔹ　コロナ禍で連携にも影響がありましたか。

本　これまで対面での連携が中心でしたが、「医療連携ٶ

情報懇話会（医療圏単位）」、「医療連携カンファレンス（診

療科単位）」、また介護支援専門員との面談などいまはオ

ンラインが中心となってきています。また当院でも介護

を含めた院外の医療従事者との連携推進のために、せん

妄、褥瘡、摂食・嚥下といったテーマの研修会を行って

いましたが、これもオンライン配信にしました。

઒ᔹ　ただオンラインなりのメリットもあるように聞き

ますが…。

本　オンラインの最大のメリットは移動等の時間制約ٶ

を考えなくて済むことだと思います。遠方の方などコロ

ナ前よりも多くご参加いただけるようになったのではな

いかと思っております。

઒ᔹ　そうは言いながらもオンラインは年輩の先生方に

は敷居が高いという話も聞きますが、そこは熊本の場合

問題ないですか？

、本　熊本の場合、阿蘇医療圏のように広いところではٶ

会合のために集まるのに 1時間前後かかるわけです。そ

ういう事情から医師会の先生方は早々とネットワークを

構築されていて、オンラインも使いこなしておられるよ

うです。また熊本市内の診療所も含めた診療情報共有

ネットワークシステムとして「くまもとクロスネットシ

ステム」があります。これも将来的に県内全体で活用でき

るようなものになれば、詳細なデータまで受け渡すこと

ができるようなDX時代の連携のツールになっていくの

ではないかと思っています。

઒ᔹ　これから医療が病院完結から地域完結に、いわゆ

る地域包括ケアシステムが進んでいくなかで、ますます

連携というものが重要になっていくわけですが、ドク

ターヘリの対応や連携におけるWin-Winの構築などあら

ためて熊本の連携の秘訣をいろいろと伺うことができま

した。他の地域でもこういったやり方をすれば熊本のよ

うに連携がうまく進むのではないかと思ったところで

す。本日はありがとうございました。
日ɹ2021࠵ஊ会開࠲） 年 2 ݄ 24 日ɹ;PPm にてऩ࿥）

පӃ೴ଔதηϯλʔࣈຊ੺े۽
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当院のಛ௃はもれな　ߴށ

く U-1" 行ができるようࢪ

に、患者さんの౸ண前から

病院を͛ڍた専用診療体制、

௨শʠU-1"Ϟードʡを敷いて

対応しています。ൃ症から

��� 時間Ҏ内で病院に౸ண可

能で、೴ٙ࠹ߎいの患者さ

んの情報が入った場合、

U-1"Ϟードがൃ動され、ٹ

急科医師、ਆ経内科医師、

師、それから治療後入ٕࠪݕ、急ナース、์ࣹઢٕ師ٹ

院となるであろう(*$6、*$6の医師に連བྷが行く流れ

になっています。

઒ᔹ　なるほど。それが治療࣮੷につながっているわけ

ですね。

患者さんが来られたら、U-1"のద用がある、ࡍ࣮　ߴށ

か、݂ખճ収のద用があるかというのを൑அして、྆方

のద用があれば U-1"੩注を行いながら݂ખճ収に、U-1"

のద用がなくても݂ખճ収のద用がある場合は݂ખճ収

に޲かいます。また、��� 時間を௒えても、��時間Ҏ内

であれば݂ખճ収のద用があるかどうかを൑அして、݂

ખճ収のద用があれば݂؅内治療を行い、ద用がなけれ

ば௨常の೴࠹ߎ、内科的な治療をܧ続します。それとは

ผに他院で U-1"のॲஔをされた患者さんで、その医療

機関では݂ખճ収ができないとなれば U-1"੩注療๏だ

けを行って、そのまま当院にൖૹしてもらう࢓૊Έと

なっています。その時点でさらに݂ખճ収のద用があれ

ば、当院で݂ખճ収を行います。このようなフローを作っ

て、もれなく治療が受けられるようにしているわけです。

઒ᔹ　ちなΈに U-1"Ϟードൃ動状況はいかがですか。

৳؅内治療݅਺も݂、年々૿えており、その結Ռ　ߴށ

ͼており、ࠃ内有਺のࢪ行݅਺になっております。

઒ᔹ　ご専門にはऍՠにઆ๏ですが、なんといっても

U-1"は時間がউෛですね。いまの対応フローというのは

他の医療機関やٹ急ୂなどにも共有されているのですか。

⃻　「ਖ਼しく、早く、多く」が当院のϞットーで、病院ࣉ

に来てから࣮ࡍの治療までの時間をなる΂く୹くするよ

うな院内の連携体制でア΢トカムվળを目指しています

が、ٹ急ୂレベルでもあるఔ౓その時間をೝࣝしていた

だいて、早めにൖૹいただくようなऔり૊Έも࢝めてい

ます。

઒ᔹ　೴ଔ中の治療体制ではそういうٹ急ୂとの連携の

重要性もありますね。情報ަ׵や患者さんの༧後につい

てٹ急ୂ΁のフΟードόックということは行われている

のですか。

、急ୂを含めた連携のϛーテΟンάの場などでٹ　⃻ࣉ

たとえば U-1"のద用から݂ખճ収のద用に関する情報

を共有することなどを行っていますので、そういった情

報共有は進んできたと理解しています。

ฏా　それに関して෇け加えますと、当院では地域の医

療機関のօさんと医療連携カンファレンスをఆ期的に開

しています。この࠵ �݄は೴ଔ中をテーマにすることが

ܾまっていますが、そのࡍにはٹ急ୂのօさんにも参加

していただいてަ流機会としています。

連携ͷϙΠンτ͸8JO�8JO ͷؔ܎に

઒ᔹ　ここまで日੺病院の地域医療連携のスタンスや۩

体ྫについてお聞きしてきました。そういったことを౿

まえながら、連携のԁ׈な流れͮくりのϙイント、これ

からのあり方についてご提言をいただきましΐう。平田

院長、いかがですか。

ฏా　私どもが地域医療連携を行ううえで心ֻけている

ことが̎点あります。̍点目は、連携を行うࢪઃ૒方に

メリットがないといけないということです。一方にはメ

リットになるがย方にはෛ୲にしかならないというよう

な連携スタイルでは長続きしません。連携をいわゆる

Win-Winの関係にしていくことが大事だと思っています。

もう 1点はよく言われる「顔の見える関係」から、もう少

しಥっࠐんで、「ෲの見えるような連携関係」の構築が必

要ではないかということです。

઒ᔹ　顔の見える関係からෲの見える関係΁、ですか。

ෲの見える連携関係とはどういうことでしΐうか。

ฏా　連携を行ううえでは૒方にいろいろな思࿭や౎合

があるのだと思います。そういうお互いの思いをさらけ

ਤ̏ɹ$4$ɿแׅత೴ଔதセンλーのΠϝーδ

�Towa Communication PlazaNo.51（2021 年７月）

出したほうが、より長続きするのではないかと思うわけ

です。そういう意味合いで使っている言葉ですが、簡単

に言うと、より進化した顔の見える連携関係と思ってい

ただければ良いと思います。

本　院長が申しましたように、お互いにメリットがなٶ

いと連携の構築、持続は難しいように思います。そのた

めに当初、連携をお願いする後方病院や開業医の先生方

を院長と連携室スタッフで訪問していました。そこでこ

ちらが目指す医療をお話ししたり、相手方のニーズもお

聞きするわけです。最初からはなかなか難しいかもしれ

ません。お互いの欲しい部分を、今できないけれどもど

うやったらできるかと少しずつ良い案を出しながらより

良いものを時間をかけて作っていくことも大事だと思い

ます。

઒ᔹ　連携をスムーズに行うために、退院支援というこ

とも重要になっているとよく聞きますが、宮本先生、医

療連携室長の立場から何かございますか。

本　医療はこれまでの病院完結型から地域完結型の医ٶ

療に変わっていく流れにあると思っています。ただ私た

ち医療提供側がそう考えても、患者さんには必ずしも理

解していただけていないところもあるわけで、たとえば

転院の話が出ると、「もう追い出すのか」と反応される場

合も少なくありません。急性期病院のベッドは地域共有

のベッドと考える必要があり、治療が必要な患者さんを

常に受け入れ可能な状態にしておくのも私たち基幹病院

の使命です。ですから、「私たちは地域の医療機関と連携

して医療を行っていますので、退院して地域に戻られて

も病院と同じような質の高い医療が提供されます」とい

うことを入院時にお伝えしてご理解いただくことにも注

力しています。

アϑλーコϩφͷ地域ҩྍ連携

઒ᔹ　コロナ禍はいつ収束するかはまだまだ見えてきま

せんが、平田院長、病院経営、運営面でも厳しい状況は

変わりませんか。

ฏా　当院はコロナの重症患者を重点的に受け入れてお

り、そのために看護師のマンパワーを一般病棟から重症

コロナ病棟に出しています。その分一般病棟にしわ寄せ

がきていて、経営的にもダメージになっています。ここ

はなんとか乗り切るほかはありませんね。

઒ᔹ　コロナ禍で連携にも影響がありましたか。

本　これまで対面での連携が中心でしたが、「医療連携ٶ

情報懇話会（医療圏単位）」、「医療連携カンファレンス（診

療科単位）」、また介護支援専門員との面談などいまはオ

ンラインが中心となってきています。また当院でも介護

を含めた院外の医療従事者との連携推進のために、せん

妄、褥瘡、摂食・嚥下といったテーマの研修会を行って

いましたが、これもオンライン配信にしました。

઒ᔹ　ただオンラインなりのメリットもあるように聞き

ますが…。

本　オンラインの最大のメリットは移動等の時間制約ٶ

を考えなくて済むことだと思います。遠方の方などコロ

ナ前よりも多くご参加いただけるようになったのではな

いかと思っております。

઒ᔹ　そうは言いながらもオンラインは年輩の先生方に

は敷居が高いという話も聞きますが、そこは熊本の場合

問題ないですか？

、本　熊本の場合、阿蘇医療圏のように広いところではٶ

会合のために集まるのに 1時間前後かかるわけです。そ

ういう事情から医師会の先生方は早々とネットワークを

構築されていて、オンラインも使いこなしておられるよ

うです。また熊本市内の診療所も含めた診療情報共有

ネットワークシステムとして「くまもとクロスネットシ

ステム」があります。これも将来的に県内全体で活用でき

るようなものになれば、詳細なデータまで受け渡すこと

ができるようなDX時代の連携のツールになっていくの

ではないかと思っています。

઒ᔹ　これから医療が病院完結から地域完結に、いわゆ

る地域包括ケアシステムが進んでいくなかで、ますます

連携というものが重要になっていくわけですが、ドク

ターヘリの対応や連携におけるWin-Winの構築などあら

ためて熊本の連携の秘訣をいろいろと伺うことができま

した。他の地域でもこういったやり方をすれば熊本のよ

うに連携がうまく進むのではないかと思ったところで

す。本日はありがとうございました。
日ɹ2021࠵ஊ会開࠲） 年 2 ݄ 24 日ɹ;PPm にてऩ࿥）

පӃ೴ଔதηϯλʔࣈຊ੺े۽

8Towa Communication PlazaNo.51（2021 年７月）

リハビリコンセプトは
“生活の再構築”

熊本託麻台リハビリテーション病院
（142 床 / 一般 38・地域包括ケア 10・
回復期リハ 94）は、リハビリテーショ
ン科を中心として脳神経外科・脳神経
内科・整形外科・内科等を併設する病
院です。リハビリ医療に加え、持続的
髄注バクロフェン療法や水頭症手術等
リハビリに必要な外科的手術も行って
います。

同病院のリハビリコンセプトは“生活
の再構築”です。すべての病棟にリハビ
リ室を併設、病室には障子を組み込み、
1 周が 140m ある病棟廊下は自宅近く
の散歩道路をイメージして 5 ｍずつ距
離が分かるといった施設設計にも表わ
れています。つまり患者が帰宅したと
きと同じような環境を作って、病院な
がら、まさに“家庭”にいるような感覚
でリハビリに取り組めるのです。回復
期病棟の在宅復帰率は約 90% で、平
田好文院長は、「患者さんには“家に帰
る練習に来たんだ”というイメージを
持ってもらいます。リハビリは身体の障
害を取り戻すことだけではありません。
目指しているのは“楽しく生活する”た
めのリハビリ」とリハビリ医療のモッ
トーを語っています。ちなみに同病院
は熊本市の病院で初のバリアフリー法
認定特定建築物でもあります。

また、「リハビリの“技”は専門家のス
キルと患者さんを含めたチーム技術（平
田院長）」という理由から、病棟ではフ
ロアマネジメントを取り入れ、チーム医
療でリハビリの質向上を目指していま
す。フロアマネジメントとは、診療部・
看護部・リハビリテーション部という組
織の垣根を乗り越え、各病棟を 1 つの
チーム単位としてフロアマネージャー
を中心に病棟運営にあたるものです。

センター方式ではなく各病棟にリハビ
リ室がある構成はコロナの感染対策と
しても機能したといいます。

連携は情報開示、
コミュニケーションが鍵

同病院は脳卒中センターを持つ熊本
赤 十 字 病院（ 以 下、日赤 病院 ）の約
500m 至近に位置、脳卒中医療の連携
関係を深めています。平田院長が「7 年
前にここに移転した理由の１つには日
赤さんとの関係強化があります」と話す
ように、急性期病院からの転院患者で
は約 51% が日赤病院となっています。
同病院では、患者受け入れをスムーズ
に行うために、ベッドの空き状況を含
めたきめ細かな情報を毎日、ファック
スにて提供します。また、いまはコロナ
禍でウェブ方式になっていますが、「地
域連携連絡会」があって、そこで医師同
士も顔の見える関係ができているのも
強みとなっているようです。
「連携を成果あるものにするためには

連携室同士、医師同士の情報開示、コ
ミュニケーションが鍵です。お互いの
情報が正しく伝わってないと、あとで“話
が違うじゃないか” ということにもなり
かねません。とにかく本音で話し合う
ことが大事（平田院長）」

平田院長が話すように、自院のベッ
ド情報を連携先にきちんと把握しても
らって、患者の状態（重症度、FIM 等）
が“こういう条件ならすぐ受け入れら
れますよ”という体制を、常に作って
おくというところにリハビリ病院の連携
ポイントがあるようです。

また急性期病院からの転院をスムー
ズに受け入れていくには、出口戦略、
つまり後方施設の確保も重要です。「急
性期よりもむしろ回復期施設のほうが
出口をたくさん作らないとベッドが回ら

特集　医療連携先進地・熊本の地域医療

脳卒中地域連携をコアに
地域リハビリテーション体制を構築

熊本託麻台リハビリテーション病院

な い（ 平 田 院 長 ）」
ということから、同
病院では２０以上
の施設への訪問診
療を行っており、看
取りができる施設
かどうかといった
施設情報を持って
いることも、患者の退院先の幅広い選
択肢提示につながっているようです。

持続可能な地域社会の
プラットフォームづくり

同病院のこれからの戦略は、2025
年に向けて地域包括ケア体制と地域リ
ハビリテーションの整備に置いている
といいます。リハビリ病院として、小児
リハビリから退院後、終末期までのリ
ハビリを継続して提供することは当然
ながら、同病院がいま取り組んでいる
ことに退院患者の社会参加、就労支援
があります。平田院長は、「子どもと高
齢世代のリハビリシステムはある程度
できているが、65 歳までの生産世代患
者さんの“出口”が少ない。ここがない
とこれからの地域包括ケアシステムは
完成しない」と話し、現在は熊本県の高
次脳機能障害支援センターとコラボし
ながらその仕組みづくりを模索してい
る状況のようです。
「私たちが目指すのは、回復期施設・

リハビリを軸とした持続可能な地域社
会を作っていくこと。つまり当院がその
プラットフォームになること（平田院
長）」

いま SDGs が話題ですが、持続可能
な地域社会構築に向けての環境整備を
行政と一緒に取り組もうという熊本託
麻台リハビリテーション病院の未来戦
略、要注目です。

熊本市初のリハビリテーション病院として35年の歴史を踏まえ、「熊
本託麻台病院」から「熊本託麻台リハビリテーション病院」として、脳
血管疾患を中心にした新しい体制のリハビリ専門病院としてリスター
ト（2013年）。熊本市エリアの地域完結型医療の一翼を担っています。

平田好文院長
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出したほうが、より長続きするのではないかと思うわけ

です。そういう意味合いで使っている言葉ですが、簡単

に言うと、より進化した顔の見える連携関係と思ってい

ただければ良いと思います。

本　院長が申しましたように、お互いにメリットがなٶ

いと連携の構築、持続は難しいように思います。そのた

めに当初、連携をお願いする後方病院や開業医の先生方

を院長と連携室スタッフで訪問していました。そこでこ

ちらが目指す医療をお話ししたり、相手方のニーズもお

聞きするわけです。最初からはなかなか難しいかもしれ

ません。お互いの欲しい部分を、今できないけれどもど

うやったらできるかと少しずつ良い案を出しながらより

良いものを時間をかけて作っていくことも大事だと思い

ます。

઒ᔹ　連携をスムーズに行うために、退院支援というこ

とも重要になっているとよく聞きますが、宮本先生、医

療連携室長の立場から何かございますか。

本　医療はこれまでの病院完結型から地域完結型の医ٶ

療に変わっていく流れにあると思っています。ただ私た

ち医療提供側がそう考えても、患者さんには必ずしも理

解していただけていないところもあるわけで、たとえば

転院の話が出ると、「もう追い出すのか」と反応される場

合も少なくありません。急性期病院のベッドは地域共有

のベッドと考える必要があり、治療が必要な患者さんを

常に受け入れ可能な状態にしておくのも私たち基幹病院

の使命です。ですから、「私たちは地域の医療機関と連携

して医療を行っていますので、退院して地域に戻られて

も病院と同じような質の高い医療が提供されます」とい

うことを入院時にお伝えしてご理解いただくことにも注

力しています。

アϑλーコϩφͷ地域ҩྍ連携

઒ᔹ　コロナ禍はいつ収束するかはまだまだ見えてきま

せんが、平田院長、病院経営、運営面でも厳しい状況は

変わりませんか。

ฏా　当院はコロナの重症患者を重点的に受け入れてお

り、そのために看護師のマンパワーを一般病棟から重症

コロナ病棟に出しています。その分一般病棟にしわ寄せ

がきていて、経営的にもダメージになっています。ここ

はなんとか乗り切るほかはありませんね。

઒ᔹ　コロナ禍で連携にも影響がありましたか。

本　これまで対面での連携が中心でしたが、「医療連携ٶ

情報懇話会（医療圏単位）」、「医療連携カンファレンス（診

療科単位）」、また介護支援専門員との面談などいまはオ

ンラインが中心となってきています。また当院でも介護

を含めた院外の医療従事者との連携推進のために、せん

妄、褥瘡、摂食・嚥下といったテーマの研修会を行って

いましたが、これもオンライン配信にしました。

઒ᔹ　ただオンラインなりのメリットもあるように聞き

ますが…。

本　オンラインの最大のメリットは移動等の時間制約ٶ

を考えなくて済むことだと思います。遠方の方などコロ

ナ前よりも多くご参加いただけるようになったのではな

いかと思っております。

઒ᔹ　そうは言いながらもオンラインは年輩の先生方に

は敷居が高いという話も聞きますが、そこは熊本の場合

問題ないですか？

、本　熊本の場合、阿蘇医療圏のように広いところではٶ

会合のために集まるのに 1時間前後かかるわけです。そ

ういう事情から医師会の先生方は早々とネットワークを

構築されていて、オンラインも使いこなしておられるよ

うです。また熊本市内の診療所も含めた診療情報共有

ネットワークシステムとして「くまもとクロスネットシ

ステム」があります。これも将来的に県内全体で活用でき

るようなものになれば、詳細なデータまで受け渡すこと

ができるようなDX時代の連携のツールになっていくの

ではないかと思っています。

઒ᔹ　これから医療が病院完結から地域完結に、いわゆ

る地域包括ケアシステムが進んでいくなかで、ますます

連携というものが重要になっていくわけですが、ドク

ターヘリの対応や連携におけるWin-Winの構築などあら

ためて熊本の連携の秘訣をいろいろと伺うことができま

した。他の地域でもこういったやり方をすれば熊本のよ

うに連携がうまく進むのではないかと思ったところで

す。本日はありがとうございました。
日ɹ2021࠵ஊ会開࠲） 年 2 ݄ 24 日ɹ;PPm にてऩ࿥）
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リハビリコンセプトは
“生活の再構築”

熊本託麻台リハビリテーション病院
（142 床 / 一般 38・地域包括ケア 10・
回復期リハ 94）は、リハビリテーショ
ン科を中心として脳神経外科・脳神経
内科・整形外科・内科等を併設する病
院です。リハビリ医療に加え、持続的
髄注バクロフェン療法や水頭症手術等
リハビリに必要な外科的手術も行って
います。

同病院のリハビリコンセプトは“生活
の再構築”です。すべての病棟にリハビ
リ室を併設、病室には障子を組み込み、
1 周が 140m ある病棟廊下は自宅近く
の散歩道路をイメージして 5 ｍずつ距
離が分かるといった施設設計にも表わ
れています。つまり患者が帰宅したと
きと同じような環境を作って、病院な
がら、まさに“家庭”にいるような感覚
でリハビリに取り組めるのです。回復
期病棟の在宅復帰率は約 90% で、平
田好文院長は、「患者さんには“家に帰
る練習に来たんだ”というイメージを
持ってもらいます。リハビリは身体の障
害を取り戻すことだけではありません。
目指しているのは“楽しく生活する”た
めのリハビリ」とリハビリ医療のモッ
トーを語っています。ちなみに同病院
は熊本市の病院で初のバリアフリー法
認定特定建築物でもあります。

また、「リハビリの“技”は専門家のス
キルと患者さんを含めたチーム技術（平
田院長）」という理由から、病棟ではフ
ロアマネジメントを取り入れ、チーム医
療でリハビリの質向上を目指していま
す。フロアマネジメントとは、診療部・
看護部・リハビリテーション部という組
織の垣根を乗り越え、各病棟を 1 つの
チーム単位としてフロアマネージャー
を中心に病棟運営にあたるものです。

センター方式ではなく各病棟にリハビ
リ室がある構成はコロナの感染対策と
しても機能したといいます。

連携は情報開示、
コミュニケーションが鍵

同病院は脳卒中センターを持つ熊本
赤 十 字 病院（ 以 下、日赤 病院 ）の約
500m 至近に位置、脳卒中医療の連携
関係を深めています。平田院長が「7 年
前にここに移転した理由の１つには日
赤さんとの関係強化があります」と話す
ように、急性期病院からの転院患者で
は約 51% が日赤病院となっています。
同病院では、患者受け入れをスムーズ
に行うために、ベッドの空き状況を含
めたきめ細かな情報を毎日、ファック
スにて提供します。また、いまはコロナ
禍でウェブ方式になっていますが、「地
域連携連絡会」があって、そこで医師同
士も顔の見える関係ができているのも
強みとなっているようです。
「連携を成果あるものにするためには

連携室同士、医師同士の情報開示、コ
ミュニケーションが鍵です。お互いの
情報が正しく伝わってないと、あとで“話
が違うじゃないか” ということにもなり
かねません。とにかく本音で話し合う
ことが大事（平田院長）」

平田院長が話すように、自院のベッ
ド情報を連携先にきちんと把握しても
らって、患者の状態（重症度、FIM 等）
が“こういう条件ならすぐ受け入れら
れますよ”という体制を、常に作って
おくというところにリハビリ病院の連携
ポイントがあるようです。

また急性期病院からの転院をスムー
ズに受け入れていくには、出口戦略、
つまり後方施設の確保も重要です。「急
性期よりもむしろ回復期施設のほうが
出口をたくさん作らないとベッドが回ら

特集　医療連携先進地・熊本の地域医療

脳卒中地域連携をコアに
地域リハビリテーション体制を構築

熊本託麻台リハビリテーション病院

な い（ 平 田 院 長 ）」
ということから、同
病院では２０以上
の施設への訪問診
療を行っており、看
取りができる施設
かどうかといった
施設情報を持って
いることも、患者の退院先の幅広い選
択肢提示につながっているようです。

持続可能な地域社会の
プラットフォームづくり

同病院のこれからの戦略は、2025
年に向けて地域包括ケア体制と地域リ
ハビリテーションの整備に置いている
といいます。リハビリ病院として、小児
リハビリから退院後、終末期までのリ
ハビリを継続して提供することは当然
ながら、同病院がいま取り組んでいる
ことに退院患者の社会参加、就労支援
があります。平田院長は、「子どもと高
齢世代のリハビリシステムはある程度
できているが、65 歳までの生産世代患
者さんの“出口”が少ない。ここがない
とこれからの地域包括ケアシステムは
完成しない」と話し、現在は熊本県の高
次脳機能障害支援センターとコラボし
ながらその仕組みづくりを模索してい
る状況のようです。
「私たちが目指すのは、回復期施設・

リハビリを軸とした持続可能な地域社
会を作っていくこと。つまり当院がその
プラットフォームになること（平田院
長）」

いま SDGs が話題ですが、持続可能
な地域社会構築に向けての環境整備を
行政と一緒に取り組もうという熊本託
麻台リハビリテーション病院の未来戦
略、要注目です。

熊本市初のリハビリテーション病院として35年の歴史を踏まえ、「熊
本託麻台病院」から「熊本託麻台リハビリテーション病院」として、脳
血管疾患を中心にした新しい体制のリハビリ専門病院としてリスター
ト（2013年）。熊本市エリアの地域完結型医療の一翼を担っています。

平田好文院長
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ʮ地域連携ༀہʯ΁の�
औり૊Έʹ͍ͭͯ

制度վֵに加え、ࠓ回のコロナ禍も
あってますますༀہの地域連携機能や
められてٻαポート機能のॆ࣮が߁݈
いると感じています。まずվ正医ༀ඼
医療機ث等法のୈ 2 ஄施行で 8 ݄にス
タートする認定ༀہ制度ですが、これ
はༀۀہ຿の在り方の見௚し、つまり
患者さんの対Ԡやଞ৬छとの連携を軸
とする“対ਓۀ຿”への転׵をଅすメッ
セージだとଊえています。特に「地域連
携ༀہ」はこれからの高齢化社会の地域
包括ケアシステムの中で大੾な໾ׂを
果たしていくので、熊本市ༀࡎ師会（以
下、市ༀ）としても会һにੵۃ的な取り
組みをおئいしているところです。

市内で、ࠓ 280 の会һༀہがあるの
ですが、100 認ہ程度の地域連携ༀݢ
定取ಘを目ඪにしています。ただ“地域
の病院ༀࡎ師らと情報ڞ༗݄ 30 回以

上” という施設ج४が少しハードルが高
いという会һの੠もあります。ここは
հ護の状況等の情報ަ׵も含めれ͹ク
リアできない਺஋ではないとߟえてい
ます。また要件の１つの「݈߁αポート
ༀہ」は少しずつ૿えて来ていますが、
会һから「݈߁αポートༀہと地域連携
ༀہはどこが違うのか」といった問い合
わせもあって、まだ認定ༀہ制度のイ
メージが௫めていない部分もあるので、
ここはੵۃ的な情報提供が必要だとߟ
えています。いずれにしても認可する
行政のߟえ方も確認しながら、熊本県
ༀࡎ師会とも連ಈして前向きに対Ԡし
ていこうとߟえています。

͜Ε͔Βのༀہの໾ׂͱͯ͠�
୐ҩྍ”�΋ॏཁࡏ“

これから地域でٻめられるༀہの໾
ׂとして“在宅医療” が重要となるのも
ঝ஌しています。市内ではすでに൒਺
のༀہが在宅対Ԡをしていますが、い
わΏる 1 ਓༀࡎ師等の小ن模ༀہも取
り組めるようにしていくことが目下の՝
題だと認ࣝしています。

またհ護の現৔では、まだまだ訪問
看護師さんやϔルύーさんが患者さん
にༀをҿませている࣮態があるようで
す。հ護ଆは患者さんにどうしてもༀ
をҿんでもらうことがओになり、෭作
༻等の෰ༀ؅理が十分とはいかないと
師がきちんと関ࡎいます。ここにༀࢥ
༩できれ͹、෭作༻のチェックや、ଞ
の病院でもらっているༀ・05$ ༀ・݈
৯඼等との૬互作༻の؅理が出来る߁
ようになります。そういうҙຯでༀہ
は地域におけるチーム医療の一һとし
て、հ護との連携をもっと深めていか
ないといけないとߟえています。その
ために市ༀでは、ओ࣏医やケアマネさ

͔͔Γ͚ͭༀࢣࡎɾༀہͱͯ͠ͷ
ೳをॆ࣮͍ͤͯ͘͞ػ

Ұൠ社ஂ๏ਓ熊本ࢢༀࢣࡎ会ɹ会௕ɹؙ໨৽Ұࢯ�

ん等のհ護関係者との連携、コミュニ
ケーションをԁ׈にするために、おༀ
手ாを࢖った医療とհ護の連携シート
というものを作っています。これは患
者さんがσイαービスに行っているの
か、訪問հ護が来ているのか等の状況
が分かるような情報をష෇できるもの
です。これをケアマネさんがॻいたり、
ༀہでॻいたりするとコミュニケー
ションがさらにうまくいくのではないか
と期଴しています。

���࣌୅の�
͍ͯͭʹҩༀ඼ରԠൃޙ

私ども市ༀは地域医療連携、在宅医
療、ジェネリックの࢖༻ଅਐなどに取
り組み、地域ॅຽからٻめられるかか
りつけༀࡎ師・ༀہとしての機能をॆ
࣮させていくことを目ඪに置いていま
す。さらに次の࣌代に目を向けた取り
組みの一環として、１̒ݴ語に対Ԡした
ༀہ向け問診ථ、ༀޮઆ໌、෭作༻情報、
ༀାなど、指さしでҙૄࢥ௨がਤれる
πールを（ଟݴ語対Ԡπール）開ൃして
います。

またジェネリックに関しては熊本市は
率が༺࢖ 80% を௒えていて、次のஈ֊
に入っているとࢥっています。ࠃがਪਐ
策を࢝めた当初はༀہでも、ジェネリッ
クにସえるҙٛというか、メリットを一
生໋ݒお話ししていました。ࠓではジェ
ネリックにସわっていなけれ͹、「Կでこ
れ、ジェネリックないの」とٯに質問さ
れるようなところがありますね。それは
౦࿨さんもそうかもしれませんけど、ҿ
みやすいとか、༹けやすいとか、表示が
分かりやすいとか、いろんなҙຯで患者
さんのニーズに合ったジェネリックが上
市されるようになったからではないかと
。っているところです（ஊ）ࢥ

վਖ਼医ༀ඼医療ثػ౳๏ߦࢪͳͲༀࢣࡎɾༀہをऔΓ͕ڥ؀͘רେ͖͘มԽすΔ中、
地域ॅຽからٻΊらΕΔかかΓ͚ͭༀࢣࡎɾༀہとしてのػೳをͲ͏ॆ࣮ͤ͞てい
͘のかにͭいて、熊本市ༀࢣࡎձɾؙ໨ձ長�に͓ฉ͖しました。

16言語対応

薬局向け

多言語対応ツール

窓口で外国の方とのコミュニケーションに
困った経験はありませんか？

日本語と外国語を併記した各種ツール※を
下記ホームページよりダウンロードできます。
印刷して、指さしで利用することもできます。

※

英語・中国語（簡体字・繁体字）・韓国語・ベトナム語・
フィリピン語・タイ語・インドネシア語・ネパール語・
ベンガル語・アラビア語・ミャンマー語・スペイン語・
ポルトガル語・フランス語・ドイツ語

薬局向けホームページ 外国の方用ホームページ

SCAN

https://ysada4.wixsite.com/
kmyk-gaikoku-y

熊本市薬剤師会HPにも
バナーがあります

熊本市外国人総合相談プラザHP
からもアクセスできます

ダウンロード

印刷

指さし説明

（全てのツールが格納されています） （問診票と各種フローチャート）

（一社）熊本市薬剤師会・（一財）熊本市国際交流振興事業団・熊本大学有志・定永祐子

熊本市ༀࢣࡎձのଟޠݴରԠπーϧϙスター
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਍ྍϞットーは
“࿨إѪޠ”

さかぐち小児科医院は熊本市内の急
性期病院とさま͟まな形で連携しなが
ら、質の高い小児科医療αービスを提
供しています。ࡔ口正࣮院長は、「クリ
ニックでの医療というのはもちろんݶ
りがあるので、ٹ急や入院医療に関し
てはいくつかのネットϫークを活༻して
対Ԡします。छʑの連携チャネルがあ
ることが患者さんの҆心と৴པにつな
がっている」と話します。

また日常診療においては、「ちゃんと
話をฉいてࠩし上͛て、できるൣғで
きちんと༏しくお౴えして、患者さん
のෆ҆を少しでも࿨ら͛ることがとて
も大事（ࡔ口院長）」ということから、
෹ڭ༻語である“࿨顔Ѫ語（Ժやかな
স顔と༏しくあたたかいݴ༿）”を常に
೦頭におきながら患者さんに઀してい
るとݴいます。

'"9Ͱ೔੺病院の
༧໿֎དྷʹ

熊本で小児医療の連携というと“熊
本方式”がશࠃ的に༗໊です（本߸の
口ࡔ、”ஊ会参র）。この“熊本方式࠲
院長には熊本地域医療センターのۈ຿
医࣌代から׳れ਌しんだ連携ネット
ϫークで、「ত࿨ 50 年後൒ぐらいから
࢝まっているはずです。これはॾ先ഐ
の౒ྗで構築されたもので、いまでも
熊本の小児ٹ急医療の重要なネット
ϫークであることにはมわりありませ
ん」と話します。

同医院は熊本赤十字病院（以下、日
赤病院）の至近に位置しており、ൺֱ
的深い連携関係にあるとݴいます。「ど
うしても自院で対Ԡできない࣬患もあ
りますし、໷ؒٹ急等手がٴ͹ない部
分は日赤病院のお世話になります（ࡔ

口院長）」と話し、日常的な連携ύート
ナーといってྑいそうです。同医院か
ら日赤病院への患者঺հ（༧約外来）
のプロセスは、঺հ患者がいるという
F"9 をૹると、日赤病院ଆから診࡯可
能日を஌らせてくるので、患者に঺հ
状を౉して༧約日に受診というྲྀれに
なるそうです。࣮ࡍのところ、F"9 に
よる༧約外来を含め、1 िؒにෳ਺໊
が同医院の঺հ状を持って日赤病院を
受診しています。

೔੺病院ͱの連携、
Ϋϩεωット

同医院が日赤病院との連携を深める
きっかけとなったのは、開院後、日赤
病院ଆから、「小児ٹ急外来のお手伝い
をおئいできませんか」というਃし込
みがあったことからだといいます。現
在でも 2、3 Χ݄に 1 回ぐらいのϖー
スで、ٳ日のޕ前中かޕ後の 4 ࣌ؒ程
度、日赤病院の小児ٹ急外来診療のお
手伝いを行っているそうです。

また日赤病院にはくまもとクロス
ネットという情報ڞ༗システムが構築
されていて、患者の同ҙが前提となり
ますが、঺հした患者のࠪݕ内༰やそ
の݁果、ৄしい࣏療経աを把握できる

特集　医療連携先進地・熊本の地域医療

පӃͱ連携͠ͳ͕Βظੑٸ಺ࢢ
ॆ࣮ͨ͠খࣇҩྍをఏڙ

͔͙ͪ͞খࣇՊҩ院

ので、同医院での
経ա࡯؍などに活
かされているそう
です。「くまもとク
ロスネットシステ
ムは患者さんの࣏
療情報だけではなく、࠷৽の࣏療のスキ
ルもֶͿことができるので、私たち開ۀ
医にとってはとても大事な連携πールに
なっている（ࡔ口院長）」と話します。

病院がظੑٸ಺ࢢ
XJO�XJOの連携

同医院はもう 1 つ、熊本小児ٹ急メー
ルという市内のෳ਺の急性期病院と診
療ॴなどが参加するネットϫークシス
テムにも参加しています。これは先般
の熊本地਒で熊本市ຽ病院が約１年൒
にわたって機能がఀࢭしたことをܖ機
に構築された情報ڞ༗の仕組みです。
それͧれの参加病院（市内̑病院）が経
営฼体のറりを௒えて空き病床情報を
ネット上でڞ༗し、たとえ͹、ࠓ日は
" 病院がいっͺいだから # 病院が受け
入れます、といった۩合に、1 Χॴの病
院に診療ॴからの঺հ患者がภらない
ような仕組みを作っています。

同医院では入院が必要な患者に、「ࠓ
日は日赤病院がいっͺいですから、ผ
の病院にしましΐうといって͝Ҋ内して
います（ࡔ口院長）」と話し、スϐー
σΟーに入院঺հができるというメ
リットを感じているとのことです。

同ネットϫークは࠷初は地਒による
急ආ೉的な体制がそのまま根෇いたۓ
もののようで、病院にとっては入院患
者が一࣌期にू中して病床がͻっഭす
ることがなく、診療ॴにとっては必ず
入院病院をҊ内できる、まさに地域で
XJO�XJO となるような連携先ਐ地熊本
らしい連携システムとݴえそうです。

͞か͙ͪখࣇՊ医院ɾޱࡔਖ਼࣮院長͸޿ౡେֶ医ֶ෦ग़਎Ͱ、熊本市
医ࢣձ熊本地域医療ηンターখࣇՊ医長をܦて 2001 年、ࡏݱ地に
খࣇՊΫリχοΫを։院、ʠ࿨إѪޠʡをࣗ院の਍療Ϟοトーにして
地域のখࣇ医療を担っています。

೤ଳ͕ڕӭ͙໌Δい଴߹ࣨ

ਖ਼࣮院長ޱࡔ
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ʮ地域連携ༀہʯ΁の�
औり૊Έʹ͍ͭͯ

制度վֵに加え、ࠓ回のコロナ禍も
あってますますༀہの地域連携機能や
められてٻαポート機能のॆ࣮が߁݈
いると感じています。まずվ正医ༀ඼
医療機ث等法のୈ 2 ஄施行で 8 ݄にス
タートする認定ༀہ制度ですが、これ
はༀۀہ຿の在り方の見௚し、つまり
患者さんの対Ԡやଞ৬छとの連携を軸
とする“対ਓۀ຿”への転׵をଅすメッ
セージだとଊえています。特に「地域連
携ༀہ」はこれからの高齢化社会の地域
包括ケアシステムの中で大੾な໾ׂを
果たしていくので、熊本市ༀࡎ師会（以
下、市ༀ）としても会һにੵۃ的な取り
組みをおئいしているところです。

市内で、ࠓ 280 の会һༀہがあるの
ですが、100 認ہ程度の地域連携ༀݢ
定取ಘを目ඪにしています。ただ“地域
の病院ༀࡎ師らと情報ڞ༗݄ 30 回以

上” という施設ج४が少しハードルが高
いという会һの੠もあります。ここは
հ護の状況等の情報ަ׵も含めれ͹ク
リアできない਺஋ではないとߟえてい
ます。また要件の１つの「݈߁αポート
ༀہ」は少しずつ૿えて来ていますが、
会һから「݈߁αポートༀہと地域連携
ༀہはどこが違うのか」といった問い合
わせもあって、まだ認定ༀہ制度のイ
メージが௫めていない部分もあるので、
ここはੵۃ的な情報提供が必要だとߟ
えています。いずれにしても認可する
行政のߟえ方も確認しながら、熊本県
ༀࡎ師会とも連ಈして前向きに対Ԡし
ていこうとߟえています。

͜Ε͔Βのༀہの໾ׂͱͯ͠�
୐ҩྍ”�΋ॏཁࡏ“

これから地域でٻめられるༀہの໾
ׂとして“在宅医療” が重要となるのも
ঝ஌しています。市内ではすでに൒਺
のༀہが在宅対Ԡをしていますが、い
わΏる 1 ਓༀࡎ師等の小ن模ༀہも取
り組めるようにしていくことが目下の՝
題だと認ࣝしています。

またհ護の現৔では、まだまだ訪問
看護師さんやϔルύーさんが患者さん
にༀをҿませている࣮態があるようで
す。հ護ଆは患者さんにどうしてもༀ
をҿんでもらうことがओになり、෭作
༻等の෰ༀ؅理が十分とはいかないと
師がきちんと関ࡎいます。ここにༀࢥ
༩できれ͹、෭作༻のチェックや、ଞ
の病院でもらっているༀ・05$ ༀ・݈
৯඼等との૬互作༻の؅理が出来る߁
ようになります。そういうҙຯでༀہ
は地域におけるチーム医療の一һとし
て、հ護との連携をもっと深めていか
ないといけないとߟえています。その
ために市ༀでは、ओ࣏医やケアマネさ

͔͔Γ͚ͭༀࢣࡎɾༀہͱͯ͠ͷ
ೳをॆ࣮͍ͤͯ͘͞ػ

Ұൠ社ஂ๏ਓ熊本ࢢༀࢣࡎ会ɹ会௕ɹؙ໨৽Ұࢯ�

ん等のհ護関係者との連携、コミュニ
ケーションをԁ׈にするために、おༀ
手ாを࢖った医療とհ護の連携シート
というものを作っています。これは患
者さんがσイαービスに行っているの
か、訪問հ護が来ているのか等の状況
が分かるような情報をష෇できるもの
です。これをケアマネさんがॻいたり、
ༀہでॻいたりするとコミュニケー
ションがさらにうまくいくのではないか
と期଴しています。

���࣌୅の�
͍ͯͭʹҩༀ඼ରԠൃޙ

私ども市ༀは地域医療連携、在宅医
療、ジェネリックの࢖༻ଅਐなどに取
り組み、地域ॅຽからٻめられるかか
りつけༀࡎ師・ༀہとしての機能をॆ
࣮させていくことを目ඪに置いていま
す。さらに次の࣌代に目を向けた取り
組みの一環として、１̒ݴ語に対Ԡした
ༀہ向け問診ථ、ༀޮઆ໌、෭作༻情報、
ༀାなど、指さしでҙૄࢥ௨がਤれる
πールを（ଟݴ語対Ԡπール）開ൃして
います。

またジェネリックに関しては熊本市は
率が༺࢖ 80% を௒えていて、次のஈ֊
に入っているとࢥっています。ࠃがਪਐ
策を࢝めた当初はༀہでも、ジェネリッ
クにସえるҙٛというか、メリットを一
生໋ݒお話ししていました。ࠓではジェ
ネリックにସわっていなけれ͹、「Կでこ
れ、ジェネリックないの」とٯに質問さ
れるようなところがありますね。それは
౦࿨さんもそうかもしれませんけど、ҿ
みやすいとか、༹けやすいとか、表示が
分かりやすいとか、いろんなҙຯで患者
さんのニーズに合ったジェネリックが上
市されるようになったからではないかと
。っているところです（ஊ）ࢥ

վਖ਼医ༀ඼医療ثػ౳๏ߦࢪͳͲༀࢣࡎɾༀہをऔΓ͕ڥ؀͘רେ͖͘มԽすΔ中、
地域ॅຽからٻΊらΕΔかかΓ͚ͭༀࢣࡎɾༀہとしてのػೳをͲ͏ॆ࣮ͤ͞てい
͘のかにͭいて、熊本市ༀࢣࡎձɾؙ໨ձ長�に͓ฉ͖しました。
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਍ྍϞットーは
“࿨إѪޠ”

さかぐち小児科医院は熊本市内の急
性期病院とさま͟まな形で連携しなが
ら、質の高い小児科医療αービスを提
供しています。ࡔ口正࣮院長は、「クリ
ニックでの医療というのはもちろんݶ
りがあるので、ٹ急や入院医療に関し
てはいくつかのネットϫークを活༻して
対Ԡします。छʑの連携チャネルがあ
ることが患者さんの҆心と৴པにつな
がっている」と話します。

また日常診療においては、「ちゃんと
話をฉいてࠩし上͛て、できるൣғで
きちんと༏しくお౴えして、患者さん
のෆ҆を少しでも࿨ら͛ることがとて
も大事（ࡔ口院長）」ということから、
෹ڭ༻語である“࿨顔Ѫ語（Ժやかな
স顔と༏しくあたたかいݴ༿）”を常に
೦頭におきながら患者さんに઀してい
るとݴいます。

'"9Ͱ೔੺病院の
༧໿֎དྷʹ

熊本で小児医療の連携というと“熊
本方式”がશࠃ的に༗໊です（本߸の
口ࡔ、”ஊ会参র）。この“熊本方式࠲
院長には熊本地域医療センターのۈ຿
医࣌代から׳れ਌しんだ連携ネット
ϫークで、「ত࿨ 50 年後൒ぐらいから
࢝まっているはずです。これはॾ先ഐ
の౒ྗで構築されたもので、いまでも
熊本の小児ٹ急医療の重要なネット
ϫークであることにはมわりありませ
ん」と話します。

同医院は熊本赤十字病院（以下、日
赤病院）の至近に位置しており、ൺֱ
的深い連携関係にあるとݴいます。「ど
うしても自院で対Ԡできない࣬患もあ
りますし、໷ؒٹ急等手がٴ͹ない部
分は日赤病院のお世話になります（ࡔ

口院長）」と話し、日常的な連携ύート
ナーといってྑいそうです。同医院か
ら日赤病院への患者঺հ（༧約外来）
のプロセスは、঺հ患者がいるという
F"9 をૹると、日赤病院ଆから診࡯可
能日を஌らせてくるので、患者に঺հ
状を౉して༧約日に受診というྲྀれに
なるそうです。࣮ࡍのところ、F"9 に
よる༧約外来を含め、1 िؒにෳ਺໊
が同医院の঺հ状を持って日赤病院を
受診しています。

೔੺病院ͱの連携、
Ϋϩεωット

同医院が日赤病院との連携を深める
きっかけとなったのは、開院後、日赤
病院ଆから、「小児ٹ急外来のお手伝い
をおئいできませんか」というਃし込
みがあったことからだといいます。現
在でも 2、3 Χ݄に 1 回ぐらいのϖー
スで、ٳ日のޕ前中かޕ後の 4 ࣌ؒ程
度、日赤病院の小児ٹ急外来診療のお
手伝いを行っているそうです。

また日赤病院にはくまもとクロス
ネットという情報ڞ༗システムが構築
されていて、患者の同ҙが前提となり
ますが、঺հした患者のࠪݕ内༰やそ
の݁果、ৄしい࣏療経աを把握できる

特集　医療連携先進地・熊本の地域医療

පӃͱ連携͠ͳ͕Βظੑٸ಺ࢢ
ॆ࣮ͨ͠খࣇҩྍをఏڙ

͔͙ͪ͞খࣇՊҩ院

ので、同医院での
経ա࡯؍などに活
かされているそう
です。「くまもとク
ロスネットシステ
ムは患者さんの࣏
療情報だけではなく、࠷৽の࣏療のスキ
ルもֶͿことができるので、私たち開ۀ
医にとってはとても大事な連携πールに
なっている（ࡔ口院長）」と話します。

病院がظੑٸ಺ࢢ
XJO�XJOの連携

同医院はもう 1 つ、熊本小児ٹ急メー
ルという市内のෳ਺の急性期病院と診
療ॴなどが参加するネットϫークシス
テムにも参加しています。これは先般
の熊本地਒で熊本市ຽ病院が約１年൒
にわたって機能がఀࢭしたことをܖ機
に構築された情報ڞ༗の仕組みです。
それͧれの参加病院（市内̑病院）が経
営฼体のറりを௒えて空き病床情報を
ネット上でڞ༗し、たとえ͹、ࠓ日は
" 病院がいっͺいだから # 病院が受け
入れます、といった۩合に、1 Χॴの病
院に診療ॴからの঺հ患者がภらない
ような仕組みを作っています。

同医院では入院が必要な患者に、「ࠓ
日は日赤病院がいっͺいですから、ผ
の病院にしましΐうといって͝Ҋ内して
います（ࡔ口院長）」と話し、スϐー
σΟーに入院঺հができるというメ
リットを感じているとのことです。

同ネットϫークは࠷初は地਒による
急ආ೉的な体制がそのまま根෇いたۓ
もののようで、病院にとっては入院患
者が一࣌期にू中して病床がͻっഭす
ることがなく、診療ॴにとっては必ず
入院病院をҊ内できる、まさに地域で
XJO�XJO となるような連携先ਐ地熊本
らしい連携システムとݴえそうです。

͞か͙ͪখࣇՊ医院ɾޱࡔਖ਼࣮院長͸޿ౡେֶ医ֶ෦ग़਎Ͱ、熊本市
医ࢣձ熊本地域医療ηンターখࣇՊ医長をܦて 2001 年、ࡏݱ地に
খࣇՊΫリχοΫを։院、ʠ࿨إѪޠʡをࣗ院の਍療Ϟοトーにして
地域のখࣇ医療を担っています。

೤ଳ͕ڕӭ͙໌Δい଴߹ࣨ

ਖ਼࣮院長ޱࡔ

Θ͕ࠃの医療࿈ܞઌਐ地域と͞ΕΔ熊本

市エリアͰ、ੵۃతに地域医療࿈ܞにऔ

Γ૊ΜͰ͖た熊本੺ेࣈ病院のօ͞Μか

ら、ಉ市エリアの࿈ࣄܞ৘、͜Εからの

病院ܦӦと地域医療౳にͭいて͓࿩を

。って͖ました࢕

ΔޠපӃͷ地域ҩྍ連携ઓུをࣈຊ੺े۽
ʕ地域װج病院ͱ͠ ͯ地域ҩྍ連携ʹͲ͏औり૊Ή͔ʕ

ஊձ࠲
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脳卒中地域連携をコアに
地域リハビリテーション体制を構築

පӃͱ連携͠ͳ͕Βظੑٸ಺ࢢ
ॆ࣮ͨ͠খࣇҩྍをఏڙ

熊本੺ेࣈ病院院長
ฏాູ඙ࢯ�

患ऀαϙートηンター長（医療࿈ࣨܞ長）
਍療෦長݉੔ܗ֎Պ෦長݉ؔઅ֎Պ෦長
݉リハビリテーションՊ෦長
ࢯ�本࿨඙ٶ

ग़�੮ 脳ଔ中ηンター長 ਍療෦長݉ୈ一脳ਆܦ಺Պ෦長
ࢯ�⃻म࢘ࣉ

脳血管಺࣏療ηンター長 ୈ一脳ਆܦ֎Պ෦長
ࢯ�ਉ݈ߴށ

౦ژ医ՊࣃՊେֶେֶ院 तڭ
઒ᔹ޹Ұࢯ�

࢘�ձ

熊本託麻台リハビリテーション病院 ͔͙ͪ͞খࣇՊҩ院

01*/*0/�5"-,　͔͔Γ͚ͭༀࢣࡎ・ༀہͱͯ͠のػೳΛॆ࣮͍ͤͯ͘͞

一ൠࣾஂ๏ਓ熊本市ༀࢣࡎձ�ձ長
ؙ໨৽Ұࢯ�

tri fold_20210729.indd   2 2021/07/29   19:46




